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役  職：副学長、Young Leaders Program ディレクター 

専門分野：行政学 

学  位：MPA（シラキュース大学マクスウェル行政大学院）  

略  歴：1970 年東京大学法学部卒、1971 年行政管理庁（後に総務庁、現総務省）入庁、1972 

～1973 年シラキュース大学マックスウェル行政大学院（行政学修士）、1973~1974

年エール大学管理科学部大学院、1981~1983 年臨時行政調査会調査員、1983～1985

年大蔵省主計局主計官補佐（主査）、1985～1988 年総務省行政管理局副管理官、

調査官,企画官、1988 年行政監察局監察官、1989 年臨時行政改革推進審議会主任調

査員、1991 年行政管理局管理官、1995 年同局企画調整課長、1998 年長官官房総務

課長、統計基準部長、国際連合統計委員会委員・日本政府代表、2000 年長官官房

審議官（行政監察局担当）、2001 年総務省大臣官房審議官（行政管理局担当）, 2002

年郵政事業庁次長、2002 年内閣官房内閣審議官兼内閣官房行政改革推進事務局長

兼特殊法人等改革推進本部事務局長、2004 年総務省情報通信政策局長、2005 年総

務省総務審議官、2006 年退職、2006～2007 年総務省顧問、2001、2002、2005、2006

年慶応義塾大学法学部非常勤講師、2001 年 Business Week 誌 Stars of Asia 賞（政治

行政部門）受賞、2000 年本学客員教授、2006 年本学教授、2009～2011 年学長特任

補佐、2009 年～Young Leaders Program ディレクター、2011 年 4 月～副学長、 

北京大学招聘特約研究員（客員教授）、復旦大学日本研究センター顧問教授、北

京外国語大学客員教授、南開大学客員教授。  

日本行政学会理事（2008~2010 年理事・国際交流委員長、2010 年~理事）、国際行

政学会（IIAS）プログラム・研究諮問委員会委員（2010 年～）。 

 

 

１． 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文（単著） 

＊ 「日本における人口構造の変化と行政相談委員の役割」『行政苦情救済&オンブズマ

ン』（日本オンブズマン学会誌 Vol.23.No.7）所収, 2012 年 6 月． 

＊ “Reforma e management della regolazione pubblica in Giappone”  (“Amministrare”(Anno 

XLII Numero 1) 所収、2012 年 4 月、Mulino, Bologna. 

（２） 図 書（編・共著等） 

＊ “Evolving State-market relations in Japan” (Michel S.de Vries & Juraj Nemec (eds.), 

Global Trends in Public Sector Reform) 所収, 2012 年 10 月, Brulant, Bruxelles. 

（３） 学会発表 

＊ “State of Politics and Administration in Japan” PAAT（タイ行政学会）講演、バンコッ

ク、2012 年 4 月． 

＊ “In Search of Innovative Governance” ASPA and IAPA Annual Conference（インドネシ

ア行政学会）基調講演、マラン、2012 年 6 月． 

＊ “Change of Government and Challenge of Reform: What is happening in Japan?”  The 

Fifth International Conference on “Public Management in 21
st

 Century: Opportunities and 

Challenges、マカオ、2012 年 10 月． 



 

 

＊ “Economic Difficulties and Challenges of Social Welfare: Case of Public Assistance for 

People’s Lives in Japan” AAPA（アジア行政学会）、ソウル、2013 年 1 月． 

（４） その他 

＊ 国際行政学会（IIAS）メリダ大会（2912 年 6 月）において「東日本大震災の影響―

政府の対応、復興、責任」と題するセッションに討論者として参加  

＊ 多言語サイト NIPPON Com に「国家公務員の定員管理と人件費の削減方策はどう

あるべきか」と題する論説を掲載（英、仏、独、中国語等）（2012 年 6 月、日本

語で発表後、逐次他の言語に翻訳されて、掲載）  

 

２． 教 育 

（１） 講 義 

＊ Structure and Process of Government（英語、春学期全期間―毎週） 

＊ Young Leaders Program コロキアム（英語、秋学期及び春学期―原則隔週） 

＊ Young Leaders Program フィールド・トリップ（増山、下村教授と共同、英語、年

間 2 回） 

＊ 行政の改革・革新と政策評価（日本語、春学期全期間―毎週） 

＊ 公共経営と制度・組織設計（日本語、秋学期全期間―毎週） 

＊ Public Policy Program と Policy Analysis Program の Workshop (1) として

Introduction to Public Policy Studies（英語、秋学期全期間―8 回） 

（２） 論文指導 

＊ 修士課程 10 人（主査 9 人：Young Leaders Program 2011 年入学者 2 人、2012 年入学

者 3 人、インドネシア・リンケージ・プログラム 2011 年入学者 1 人、Public Policy 

Program 2011 年入学者 1 人、2012 年入学者 2 人、副査 1 名：地域政策プログラム

2012 年入学者 1 人） 

＊ 2012 年 10 月~2013 年 3 月中国・人民大学講師を客員研究員として受容れ、論文指

導 

＊ 2012 年 11 月 JASSO フェローシップ研究者（GRIPS 卒業のネパール人博士号志願

者）に対する指導（大来、下村教授と共同） 

＊ 2012 年 1～3 月タイ国マヒドン大学博士課程学生を特別研究生として受け入れ（博

士論文作成のための研究の指導） 

（３） 研修事業 

＊ 国際交流基金外交官・公務員研修講師（2012 年 4 月 2 日） 

＊ タイ政府 SEDP 研修講義（2012 年 7 月 4 日講義、13 日政策提言に対する講評等） 

＊ タイ政府 PMLTP 研修（2012 年 8 月 20 日～8 月 31 日）の企画、実施（責任者） 

＊ JENESYS バリ民主主義フォーラム研修（2012 年 7 月 18 日講義） 

＊ JICE ミヤンマー研修（2012 年 7 月 4 日講義） 

＊ KPI(タイ)研修（2012 年 8 月 1 日講義） 

＊ タイ・マヒドン大学大学院教員、学生に対する講義（2012 年 9 月 19 日） 

＊ タイ・カセサート大学来訪一行への講義（2012 年 10 月 29 日） 

＊ 神戸大学大学院留学生に対する講義（於 GRIPS 2012 年 12 月 14 日） 

＊ タイ政府首相府訪日調査研修（2013 年 2 月 14 日講義） 

＊ JICA/外務省バンサモロ本邦研修（2013 年 3 月 19 日講義） 

（４） その他 



 

 

＊ 農業・医療関係教育プログラムの検討 

＊ Young Leaders Program の現地調査、プロモーション活動（ポーランド、チェコ） 

 

３． 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 経営協議会 

＊ 役員会 

＊ 参議会 

＊ 企画懇談会 

＊ 研究教育評議会委員 

＊ 学長選考委員会委員 

＊ 教員人事委員会委員 

＊ 人事政策委員会委員長 

＊ 修士課程委員会委員 

＊ 会計委員会委員長 

＊ 衛生委員会委員長 

＊ 国際会館運営委員会委員 

＊ 利益相反マネジメント委員会委員長 

＊ 知的環境整備委員会委員長 

＊ 研修企画委員会委員 

＊ 疫学研究倫理審査委員会 

＊ 政策研究院創設準備委員会 

＊ Young Leaders Program Committee 委員長 

＊ 地域政策プログラム・コミティー委員  

（２） タスクフォース 

＊ プログラム推進費予算配分検討委員会 

＊ カリキュラム・タスクフォース 

（３） その他 

＊ 副学長 

＊ Young Leaders Program ディレクター 

＊ GRIPS Forum の企画、実施への参画（司会モデレーターを含む） 

 

４． 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

① 非常勤講師 

＊ 自治大学校での講義（2012 年 6 月 29 日） 

＊ 明治大学マレーシア政府研修講義（2012 年 9 月 13 日） 

＊ JICA 国際行政研修講義（2012 年 11 月 14 日） 

＊ 北京大現代日本研究センター博士講座での講義等（2013 年 3 月 31 日～4 月 3 日）  

② 委員会等 

＊ EROPA 東京大会テーマ検討委員会委員（総務省自治大学校） 

③ その他 

＊ 中国・人民大学の研究プロジェクト（組織学習に関する研究）への協力 



 

 

（２） 財団法人等における活動 

役員，委員会 

＊ NPO 法人日中経営者協会理事・会長（非常勤・無休） 

＊ IPAX アドバイザリーサービス特別顧問（非常勤・無休） 

（３） 学会等における活動 

＊ 日本行政学会理事 

＊ 日本政治学会会員 

＊ 日本公共政策学会会員 

＊ International Institute of Administrative Sciences（IIAS 国際行政学会） 

・ Program and Research Advisory Committee（PRAC）委員 

・ ブリュッセル、メリダにおける IIAS, PRAC に参加 

・ 2011 年 6 月メリダ大会における災害等に関する日本セッションの討論者  

＊ Asian Association of Public Administration（AAPA アジア行政学会） 

・ 2013 年 1 月ソウル大会で論文発表 

＊ インドネシアで合同開催された IAPA Annual Conference と ASPA Indonesia 

International Seminar 

・ 2012 年 6 月インドネシア・マランで基調講演（招待参加）  

＊ マカオで開催された International Conference on Public Management in the 21
st

 

Century に報告者及びモデレーターとして招待参加 

（４） 審議会等における活動 

＊ 文部科学省「Young Leaders Program 協議会」委員 

（５） その他 

＊ 国際交流基金主催の在京大使館院に対する研修の講義  

＊ 総務省人事恩給局「管理職員セミナー」の企画と講義  

・ 2012 年 9 月 

・ 2012 年 11 月 

 

５． 社会的貢献（Ｂ） 

ジャーナリズムでの発言 

① 活字メディア 

 日経新聞電子版 2013 年 1 月 10 日（未来の各国リーダーを「日本ファン」に）―

GRIPS の YLP について日経新聞記者によるコロキアムの取材、インタービューを

もとに書かれたもの 

② 電波メディア 

 多言語サイト NIPPON Com に「国家公務員の定員管理と人件費の削減方策はどう

あるべきか」と題する論説を掲載（英、仏、独、中国語等）（2012 年 6 月に日本

語で発表後、逐次他の言語に翻訳されてネットに掲載） 

 


